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の小学校教師（112 人中 15 人）が「造形遊び」という言葉を知らないことや，年間実施時


























表 1 神戸市教科教育研究部図工部研修内容と宍粟市図工・美術研修部会研修内容 
神戸市 8)  宍粟市 9) 
A グループ B グループ C グループ 時期 内容 














8 月 研修計画 7 月 作品(工作)を用
いた評価研修 
7 月 教科書題材について 




10 月  経験 20 年目の
教師による模擬授業  

















価 を 学 ぶ ( 国 語
科指導主事の講習) 





















































































































参加者 Aの変容と実践事例（D小学校 2年生） 
参加者 Bの変容と実践事例（E小学校 4年生） 









・三つの効果   ・課題 
第 2回「遊びなおし研修」 
・研修の概要 
・効果    ・課題 
第 3回「遊びなおし研修」 
・研修の概要 
・効果    ・課題 














  ホイジンガ カイヨワ 
アンリオ  ピアジェ 
・本論文における定義 
















表 2 「遊びなおし研修」の内容 






































































































































































本論文では，「昭和 52 年学習指導要領」「平成 29 年学習指導要領」等の表記を使用して
いるが，「平成 29 年学習指導要領」の場合，「平成 29 年小学校学習指導要領」だけでなく，














































2) 「平成 25年度兵庫教育大学大学院同窓会研究助成金制度」を活用して行ったアンケートである。兵庫県 S市小中
学校教師 333 名(回収 181 名，回収率 54％)，市外小中学校教師 65 名(回収 22 名，回収率 34％)と兵庫教育大学学












6) フレーベル（Friedrich Wilhelm August Fröbel）著/小原國芳・荘司雅子編集『フレーベル全集第二巻人の教育(原
13 
 





















20) 西野範夫「特集造形遊びの逆襲」『美育文化 vol.62 No.32』美育文化協会，2012.5.1，pp.7-14. 
21) 西野範夫『改訂小学校学習指導要領の展開図画工作科編』明治図書，1999.12，p.63. 
22）学習指導要領と解説書についての記述は，筆者も第 40回美術科教育学会滋賀大会に参加し，シンポジウムを傍聴

























































































































































































表 1 美術教育研究者が示す「造形遊び」のとらえ方と意義 
研究者名 「造形遊び」のとらえ方 「造形遊び」の意義 
辻田嘉邦・板良敷







































































































































































































































として学習内容に位置づけられたのは昭和 52 年学習指導要領であるが，その前の昭和 43
学習指導要領から，平成 29年度学習指導要領まで，示されている内容を見ていくこととす
る 34)。 




























































































（ウ） 学習指導要領 「造形遊び」の内容の変遷 
図画工作科の目標が，昭和 52年から一貫して子ども主体の指導観の下に示されているこ
とを述べたが，一指導内容として示されている「造形遊び」はこれまでどのような示され
方をしてきたのか。表 3は，昭和 52年から平成 20年までの学習指導要領に示されている
「造形遊び」の内容をまとめたものである。表記の移り変わりからその変遷を辿る。 
 



































表 5 指導計画の作成上の留意点(S52)53) 
文部省『昭和 52年小学校指導書図画工作編』，日本
文教出版，1978，p.21.より転載 

















































































表 8 図画工作科の内容項目の構成（H20）56) 
29 
 











































































































































































































































































13) 熱海則夫・西野範夫『’89 告示小学校学習指導要領図画工作科の解説と実践』小学館，1989.8.20，p.8. 




18) 藤原逸樹「『造形遊び』の意義」『図画工作・美術科重要用語 300の基礎知識』明治図書，2000.8，p.36. 
19) 同上，p.36. 
20) 新野貴則・石賀直之『新学習指導要領の展開図画工作科編』明治図書，2008.12，p.31. 










28) 藤原逸樹「『造形遊び』の意義」『図画工作・美術科重要用語 300の基礎知識』明治図書，2000.8，p.36. 
29) 川路澄人「第 4章図画工作科の内容」『小学校図画工作科の指導』建帛社，2010.6.1，p.36. 
30) 同上，p.36. 
31) 金子一夫『美術科教育の方法論と歴史』中央公論美術出版，1998.3.30，p.86. 
32) 文部科学省ホームページ『小学校学習指導要領（平成元年 3月）』， 
http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/old-cs/1322305.htm（2018年 12月閲覧） 
33) 熱海則夫・西野範夫『’89 告示小学校学習指導要領図画工作科の解説と実践』小学館，1989.8.20，p.8. 











41) 「第 3節 第 1項 学習指導要領における『造形遊び』」の「(ア) 昭和 43年学習指導要領」は，宇田秀士「小




















































































表 1 エリスによる遊び論の分類表 2) 











2 本能説 遊び行為をする生得的能力の遺伝によって遊びは引き起こされる 
3 準備説 後年の生活に備えて遊ぶ人の努力によって，遊びはひき起こされる 










































































































































































































































































  a.動機の自発性，自己選択による学習 
  b.無知や失敗，できばえを気にすることなく，試行錯誤できる自由 
  c.自分に必要な時間を費やして十分な繰り返しによる習熟と充足感 
  d.自分に合った学び方で学ぶ（学び方を学習する） 













































































































































































































































































































































































































1) Ｍ・Ｊ・エリス(Michael J. Ellis)/森楙・大塚忠剛・田中亨胤『人間はなぜ遊ぶか―遊びの総合理論―(原著 Why 
People Play)』黎明書房，2000(原著 1973年)，pp.92-93，pp.143-144，p.197. 
2) 同上，pp.92-93，pp.143-144，p.197. 





7) ロジェ・カイヨワ(Roger Caillois)/多田道太郎・塚崎幹夫訳『遊びと人間(原著 Les jeux et les hommes)』講












Etudes sur la logique de 
l’enfant Ⅱ)』同文書院，1977.5.1（原著 1926），p.365. 

















30) 花篤實『実践図画工作科の授業［全 15巻］第 1巻造形遊び（低学年）』同朋舎出版，1991.4.30，p.5. 
31) 橋本光明「15．造形遊び」（真鍋一男・宮脇理監修）『造形教育事典』建帛社，1991.10.25，pp.220-227. 
32) 板良敷敏『小学校新教育課程の解説図画工作』第一法規，1999.9.10，p.28. 
33) 藤原逸樹「『造形遊び』の意義」『図画工作・美術科重要用語 300の基礎知識』明治図書，2000.8，p.36. 
34) 平野真紀「子どもの表現と遊び」中川香子・清原知二編『表現―遊びと造形と子どもの世界―』，(株)みらい，
2004.4.1，p.138. 






































































































































自分から持ち出すことが多い。この 1歳児Ａの活動の様子を表 1にまとめた。 
61 
 
表 1 1歳児Ａのお絵かき遊び 
















































































































































図 4 一緒に見るということ 11) 






























































第１項 小学校 1年生の実践から考える「造形遊び」における「学び」 






























表 2 1年生造形遊び (土ねんど)Ｄの記録                    ※Ｔは教師 



































































写真 7 持ち上げて落とす 






















(イ) 活動の許容範囲をもつ子どもの「遊び」（小学校 1年生ＥＦの活動） 
 
表 3 1年生造形遊び (土ねんど)ＥＦの記録 































































写真 10 足で叩くＥ 






































写真 12 裏面を確認するＥ 
写真 13 参観者の反応を 
うかがうＥ 
写真 14 視線を合わさずに 
参観者の様子をうかがうＥ 



































写真 15 手を振り上げるＥ 
写真 16 足で土ねんどを扱うＦ 




























表 4 1年生造形遊び (土ねんど)ＧＨの記録 

























































































































































写真 20 足裏で感触を味わうＨ 
写真 21 足裏で感触を味わうＧとＨ 
写真18 雑巾で水分を拭き取るＧとＨ 



































写真 24 踊るＧ 
写真 25 新たな行為を見せるＧとＨ 
写真 23 さわぐＧ 
















































第２項 小学校 3年生の実践から考える「造形遊び」における「学び」 
 ここでは，小学校 3年生の造形遊びの実践記録を取り上げ，子どもの変容という点から
「遊び」の中の「学び」について論じる。 
























表 5 3年生造形遊び(新聞やぶって)ＪＫＬの記録 



































































































写真 29 新聞を引っ張る 3人 
写真 30 指導者に新聞をなげるＪ 
81 
 
表 6 3年生造形遊び(新聞やぶって)Ｍの記録 




















































































写真 35・36 床の新聞に滑り込むＯと続いて滑り込むＭ 



























































ると，はるかに多い 64個も確認された（表 7）。 
 
表 7 行為や活動，感覚の数(1年生造形遊び) 
予想した数 実際の数 








































































































http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/toushin/1325047.htm（2017年 12月 10 日閲覧） 
6) 文部科学省ホームページ『初等中等教育における教育課程の基準等の在り方について(諮問)』中央教育審議会，
2014. 



























名(配布 333名，回収 181名，回収率 54％)，市外小中学校教師 22名(65名に配布，回
収 22名，回収率 34％)と兵庫教育大学学生・大学院生（以下「学生」と示す）49名(80
























































































































































表 3 どのくらい重要な教科か(学生) 














































表 4 図工科年間授業時数の比較表（平成元年と平成 10年） 
 第 1学年 第 2学年 第 3学年 第 4学年 第 5学年 第 6学年 
平成元年 68(週 1.94) 70(週 2) 70(週 2) 70(週 2) 70(週 2) 70(週 2) 






表 5 図工の年間授業時数について（小学校教師） 
多い 少し多い ちょうど良い 少し少ない 少ない 
0 2（2％） 83（72％） 27（23％） 4（3％） 
  














































表 6 平成 27年度兵庫県宍粟市 S小学校に届いた図工関係募集要項一覧 
















































































































































































































表 8 学校行事の準備物や発表物の製作時数と内容(小学校教師) 
使っていない 17  




6～10 時間 27 ・劇の背景(6)・劇の大道具小道具(6)・スローガン(2)・ポスター(2) 
・自然学校での記念品作り(2)・入場門に貼る似顔絵・水墨画・学級旗 
・年度初めの学級掲示・飾り物・おもちゃ 
11～15時間 5 ・劇の道具(2)。・劇の背景(2)。 





と表 9 の結果となった。回答数の 30%の学生・院生が製作したことがあるという結果とな
った。教師の結果とは大きくズレが見られるが，内容については重なるものが多い。 
 
表 9 学校行事の準備物や発表物の製作時数と内容(学生・院生) 















表 10 準備物や発表物を図画工作科・美術科の時間に製作することについて 
 小学校教師 学生・院生 














































表 11 教科書の使用頻度(小学校教師) 
すべて教科書を使う ほぼ教科書を使う 半分程度使う 時々使う 全く使わない 















































































































































  ア 各種公募展などの絵のコンクール 




  イ 従前から続く地域事業や行事との関係 




  ウ 教材採択の予算やセットもの教材の採用 























表 14 力を入れて取り組んでいる内容（小学校教師）・よく取り組んだ内容 
 造形遊び 絵 立体 工作 鑑賞 どれも同じくらい 
小学校教師 34 89 16 55 12 0 







表 15  印象的な実践内容(造形遊び) 












5  ・砂の造形★校外活動 
6 ★墨絵を描こう ★縄文土器づくり 






























表 16 「造形遊び」という言葉を知っているか 
 小学校教師 学生 
知っている 97 23 





















表 17 「造形遊び」の実施時数 
小学校教師 10時間以上 10時間未満 5時間未満 1時間もない 
2 14 59 9 
院生 よく経験 ある程度 数回経験 1回もなし 



































































図 1 「造形遊び」が浸透するイメージ 
























































































































表 20 神戸市教科教育研究部図工部研修内容 
Aグループ Bグループ Cグループ 
6月 研修計画 6月 研修計画・評価 6月 アンケート・作品もちより 
8月 研修計画 7 月 作品(工作)を用いた評価
研修 
7月 教科書題材について 
9月 評価について 7 月 作品(絵画)を用いた評価
研修 
10月 経験 20年目の 
教師による模擬授業 




11 月 経験 20 年目教
師による研究授業 






















































































中学校教師 181 名(333 名に配布，回収 181 名，回収率 54％)，市外小中学校教師 22 名(65 名に配布，回収 22 名，









3) ローウェンフェルド(Victor Lowenfeld)/竹内清・堀内敏・武井勝雄『美術による人間形成(原著 Creative and Mental 




6) 藤原逸樹「『造形遊び』の意義」『図画工作・美術科重要用語 300の基礎知識』明治図書，2000.8，p36. 
7) 同上，p.36. 
8) 阿部宏行「なぜ『造形遊び』は定着しないのか？」『芸術・スポーツ文化研究 2』大学教育出版，2016.3.31，pp.78-83. 
9) 寺元幸仁『「遊び」の特性を生かした「造形遊び」における「学び」』兵庫教育大学大学院修士論文,2015,pp.33-64. 
10) 第 3 節は，寺元幸仁「山間部における図工・美術教育の課題と解消に向けた取り組み－『図工・美術実態把握ア
ンケート』と意見交流型勉強会の実践から－」『美術科教育学会』第 37号，美術科教育学会誌，2016.3，pp-315-328．
の内容を構成し論述した。 
































































































表 1 事前アンケートの主な内容 
各問いの該当するところを○で囲んでください。 
問 1「図工・美術」を指導することは楽しいですか。 
すごく楽しい  どちらかというと楽しい 普通    あまり楽しくない      苦痛  
 
問 2「図工・美術」が「学級経営」とつながるイメージがありますか。 
つながる    つながることもある    つながらない       考えた事がない 
 
問 3「造形遊び」という言葉を知っていますか。 
知っている       知らない 
 
問 4「造形遊び」を指導することは楽しいですか。 




   準備   片づけ  単元(課題)設定  指導法  声掛け  評価 
   作品が残らないことがある   自由にやらせるだけでよいのか    
   楽しいだけでよいのか  その他 
 
問 6 「造形遊び」は，子どもにどんな力をつける内容だと思いますか。(複数記述可) 
  
 
問 7 あなたが小学生の頃，「造形遊び」の授業を受けたことがありますか。 
あればどんな内容であったか教えてください。 




問 8 あなたが大学生の頃，「造形遊び」の講義や演習を受講しましたか。 
どんな内容であったかも教えてください。 




問 9 教師になってから「造形遊び」の授業をしたことがありますか。 
ある方は内容とその時の様子を簡単に教えてください。 




問 10 あなたが小中学生の頃，「図工・美術」の授業で紙コップを使いましたか。 
どんな内容であったかも教えてください。 















問 12 あなたが考える，紙コップという素 
材の特徴を教えてください。 
問 13 紙コップ以外で「造形遊び」で使 
   えそうな材料を書いてください。 




























表 2 事後アンケートの主な内容 
各問いの該当するところを○で囲んでください。 
問 15 子どもたちと「図工・美術」をしたくなりましたか。 
かなりしたい  少ししたくなった   変わらない  あまりやりたくない  したくない 
 
問 16「図工・美術」が「学級経営」とつながると思いますか。 
つながる   つながることもある    つながらない        考えた事がない 
 
問 17 「造形遊び」は子どもたちにどん 
な力をつける内容だと思いますか？ 
問 18 今，あなたが考える，紙コップと 
いう材料の特徴を教えてください。 
問 19 「造形遊び」の評価について，あなたの考えは整理されましたか。 
整理された  少し整理された    変わらない 
 
問 20 今回のような「造形遊び」のワークショップを，実践に生かそうと考えると 
「評価」について学ぶことが必要だと考えますか。 
必要  どちらかといえば必要   わからない  どちらかといえば不必要   不必要 
 
問 21 今回のワークショプで，あなたの「造形遊び」に対する 
不安や疑問は解消されましたか。増大しましたか。 
すっきり解消  少し解消された  変わらない    少し増えた     もっと増えた 
 
問 22 今後，機会があれば，子どもたちと「造形遊び」をやってみようと思いますか。 
    思う方は，子どもたちとどんな事をしたいですか。 
絶対やる   やってみたい    わからない     やりたくない     やらない 
 
 
問 23 「造形遊び」を指導するにあたって，不安や疑問があれば教えてください。 
 
問 24 今後，どんな図工・美術の勉強会に参加してみたいですか。 
 




第２節 第 1回「遊びなおし研修」 
 
2015年 7月 30日，兵庫県宍粟市立Ｓ小学校図工室と中庭で「遊びなおし研修」を行





























表 3 遊びの分類              ※数字は回答数，〇内数字は複数回答の数 






































































































































～高校まで 大学生時代 教員になって 回答なし 















 回答数 記述内容 






教師の指導 1 先生が教えるのではない 









































































































































写真 5 周囲を気にするＢとＣ 写真 6 没頭するＢとＣ 
































































写真 11 周囲をうかがう 3人 写真 12 没頭する 3人 








表 11「遊びなおし」から得られた既知と新規の感覚と技術  ※〇内数字は複数回答の数 


























































































































































































































































































第３節 第 2回「遊びなおし研修」 
 



























図 4 第 2回「遊びなおし研修」の構造図 



















































表 14 「造形遊び」という言葉を知っていますか。          ※数字は回答数 
知っている 知らない 
19 4(小教師 3中教師 1) 
表 15 「造形遊び」を指導することは楽しいですか。 
すごく楽しい どちらかというと楽しい 普通 あまり楽しくない 苦痛 
5 8 6 2 0 
表 16 あなたが小学生の頃，「造形遊び」の授業を受けたことがありますか。 
よく受けた 何度か受けた 1度受けた 受けていない 覚えていない 
0 3 1 3 16 
表 17 あなたが大学生の頃，「造形遊び」の講義や演習を受講しましたか。 
よく受けた 何度か受けた 1度受けた 受けていない 覚えていない 
1 4 0 12 6 
表 18 教師になってから「造形遊び」の授業をしたことがありますか。 
毎年やっている やる年もある 数回やった 一度だけ やったことはない 




























  ・今日の図工をして図工がすきになりましたか（5段階） 
写真 15 お互いに装飾し合う様子 
 
写真 16 装飾されている様子 
 
写真 18 活動の場の全体の様子 
 









表 19 図工の授業への好感度                    ※数字は回答数 
事前：図工は好きですか 
  事後：今日の図工をして図工がすきになりましたか  
事
前 
とてもすき すき ふつう にがて とてもにがて 







か わ ら な
い 
きらいになった とてもきらいになった 
23 1 3 0 0 
表 20 使いたい材料 
事前：何をつかって図工がしたいですか 
    事後：何をつかって図工がしたいですか 
 ねん土 びんやかん 牛乳パック しんぶんし おかしのはこ 
事前 １５ ２ ４ ０ ６ 

































剣⓬ ボール❾ 刀❺ 飛行機❹ 兜
❸ 棒❷ ライオンの鬣 大きい鶴 
ソフトの道具 ムチ ふね クワガタ 
文字 花 バット 釣竿 箱 ゴミ箱 
シート 
つくった 
剣❿ ボール❼ 刀❺ お面❹ 枕❸ バリア❷  
洋服❷ マスク 飛行機 椅子 ピストル エプ
ロン 爆弾 ミサイル 屋根 友達と家 マント 




習 字 に 使 う 
大きな折り紙 
やったこと 
人を埋める⓴ やぶる⓭ すべる❿ 投げる❿ 散らかす❾ 人にかける
❻ 戦い❻ 集めた❻ ちぎる❻ みんなで上になげる❺ 滑り込み❺ 
人にかぶせる❺ 埋めてもらう❹ ブルドーザーみたいにかき集めた❹ 
丸める❸ 布団にする❸ 顔にかぶる❸ ばらまいた❸ 新聞だらけにし
た❷ 野球❷友達とスケート❷ 上に投げる❷ 寝た❷ 遊んだ❷ かけ
てもらう❷ 隠れた❷人にあてる 下に敷く 滑り合い 自分を埋める 
埋めあいっこ  埋める 埋まる 新聞紙に入る かぶせてもらう 友達
とソフト 片付け 吹き飛ばした 友達と集めた 寝転がる 読む  掃
いた 体や頭につけた 置く 靴の下に置く 二人で引っ張ってやぶる 
新聞紙の温泉 エルサの真似 つくる 二人でしゃべる 足に巻く 自分
を巻く 隠す 叩き合い みんなで輪になる 匂いをかぐ 走り回った 
新聞紙合戦 棒を人に当てる 人に投げる 友達と投げ合い 人に投げら
れる 暴れた 爆弾設置 体につける 
 感じた事 
教室めちゃくちゃ❼ 楽しかった❺ 暑い❸ 手が真っ黒❷ 汗をかいた
❷ やばい かたかった 大きい夏のよう 夏みたい 暖かい 暑いのに
かぶるともっと暑い みんなで上に投げると暗くなって落ちる 友達に優








表 22 ＳさんとＴさんの回答内容 
Ｓさん 事前 事後 
意欲･態度  とてもがんばった 
図工の好感度 とてもすき もっとすきになった 
使いたい材料 ねん土 しんぶんし 
行 為 や 感






Ｔさん 事前 事後 
意欲･態度  とてもがんばった 
図工の好感度 とてもすき もっとすきになった 
使いたい材料 ねん土 しんぶんし 
行 為 や 感

















































































表 24 子どもたちと「図工・美術」」をしたくなりましたか。     ※数字は回答数 
かなりしたい  少ししたくなった  変わらない  あまりやりたくない  したくない  
15 7 0 0 0 
表 25 「造形遊び」に対する不安や疑問は解消，または増大しましたか。 
すっきり解消 少 し 解 消 変わらない 少 し 増 大 もっと増大 
6 16 0 0 0 
表 26 「学級経営」に図工が活かせると思いますか。 
 かなり活かせる 少し活かせる 別物 わからない 考えたことがない 
事前 6 8 7 3 2 
事後 17 6 0 0 0 
表 27 今後，子どもたちと「造形遊び」をやってみようと思いますか。 
絶対やる 少しやってみたい わからない あまりやりたいくない やらない 













表現力⑦ 想像力⑥ コミュニケーション能力③ 思考力③ 発想力③ ひらめく
力②創造力② 感受性 自由性② 協力する力② 助け合い 見通す力 意思決定 
事
後 
表現力⑤ 協力する力④ 想像力④ コミュニケーション力③ 発想力③ 意欲②  
主体性② 鑑賞力② 相互理解② 協働性 協調性 自律性 構成力 自分の性格を
知る 相手の考え方を認める 自分の内面を表現する力 ルールを設定する力 協
同性 自由な表現力 自分を認める力 自分の考えや思いの表現 仲間と触れ合え
る アイスブレイク 創造力 創造性 対話力 思考力 関る力 関ろうとする力 
自由性 楽しむ力 主体性 自主性 自由な発想 活躍の場 他者理解 自己決定
力 真似する力 自分の思いを出せる 技能 自分なりの技術 図工って楽しい 
またやりたい がんばろう 自己肯定感 自他を認める力 いろんな力 
表 29 「学級経営」に「図工・美術」が活かせると思いますか。    ※数字は回答数 
 かなり活かせる 少し活かせる 別物で活かせない わからない 考えた事がない 
事前 6 8 7 3 2 
事後 17 6 0 0 0 
表 30 あなたが「造形遊び」について抱く不安や疑問    ※〇内数字は複数回答の数 
事
前 
評価⑤ 片付け 準備② 「造形遊び」とは何か④ 自信がない 作品が残らない 
指導の仕方②  騒がしくなる 時間や場所の確保③ 題材選び② 
事
後 
評価⑤ 片づけ② 準備 自由度 題材選び 時間や場所の確保 単元設定② リ
























































第４節 第 3回「遊びなおし研修」 
 
第１項 研修の概要 
第 3回「遊びなおし研修」は，平成 28年 7月 28日に兵庫県宍粟市 I小学校多目的室で，
「紙コップ」という日常的な材料を使い行った。参加者は 20 代〜60 代までの小学校教師
14 名で，「遊びなおし」体験を取り入れた研修への初参加は５名であった。参加者の教職









































































表 31 第 3回「遊びなおし」体験事前アンケート結果 
※数字は回答数 
○図工の指導は楽しいか。 
 すごく楽しい どちらかというと楽しい 普通 あまり楽しくない 苦痛 
初参加 1 2 2 0 0 
経験有 5 2 2 0 0 
○教師になって「造形遊び」をしたことがあるか。 
毎年やっている やる年もある 数回やった 1度だけ やったことはない 
2 3 ７ 0 ２ 
○「造形遊び」に，不安や疑問，負担はありますか。（複数選択可） 
準備 片づけ 単元設定 指導法 声掛け 評価 
























活動後の評価シートにおいて，今回の活動が楽しかったかをたずねると，14 人中 13 人

























写真 19 活動の様子① 写真 20 活動の様子② 写真 21 活動の様子③ 
写真 22 活動の様子④ 写真 23 活動の様子⑤ 写真 24 意見交流の様子 
142 
 













































































表 33 参加者が自身の「遊びなおし」活動を観点別に評価した内容をまとめた表 
※数字は回答数，〇内数字は複数回答の数 
関心・意欲 発想や構想 創造的な技能 鑑賞 
◎ ○ △ ◎ ○ △ ◎ ○ △ ◎ ○ △ 









































































７ 7 0 0 
〇子どもとの違いは何か 




















































































































































表 36 「評価」について                     ※数字は回答数 
「造形遊び」の評価について，考えが整理されたか 
整理された 少し整理された 変わらない 少しわかりにくくなった わかりにくくなった 
2 11 0 0 0 
「造形遊び」に対する不安や疑問は解消されたか。増大したか。 
すっきり解消 少し解消 変わらない 少し増えた もっと増えた 
0 11 1 1 0 
実践に生かすために「評価」について学ぶことは必要だと思うか。 
必要 どちらかといえば必要 わからない どちらかといえば不必要 不必要 








































































































































































































































































































































































































容を分析・理論記述する方法をとった。追調査は，平成 29年 8月初旬に行った。表 1は追
調査アンケートの内容を示したものである。 
 














































表 2 SCATワークシート 2) 
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27 聴き手 どんな活動があれば，「造形遊び」がさらに取り組まれると思いますか． 




















































































































9 聴き手 どんな活動・行為に抵抗を感じましたか． 

















































15 聴き手 評価については，整理されましたか． 









































































































































































































































































































































15 聴き手 評価については，整理されましたか． 
























































































































































































































































































写真 1 砂遊び 
写真 2  
新聞を使って① 
写真 4 雪で遊ぼう 
写真 3  
新聞を使って② 
図 1 参加者Ｂ作成ワークシート 
写真 5 ヤクルトの入れ物① 

























写真 7 新聞を使って③ 写真 8 新聞を使って④ 












































表 7 SCATによるさらに追究すべき課題の比較とまとめ 
 参加者 A 参加者 B 参加者 C まとめ 
自身を把
握 
現 場 の 標
準 的 イ メ
ー ジ と の
















実践中 子 ど も の
思 い に 寄














































































































表 10 参加者Ａのインタビュー記録 














































































































































表 11 参加者Ｂのインタビュー記録 






















































































































表 12 参加者Ｃのインタビュー記録 







































































































(エ) 参加者 3名の変容 
表 13 インタビュー分析による教師の変容 




































































































































































































表 14 「造形遊び」に対する意識の変容 







































































































































しやすい。本論では，大谷尚「SCAT: Step for Coding and Theorization－明示的手続きで着手しやすく小規模デ
ータに適用可能な質的データ分析手法―」『感性工学』日本感性工学会論文誌，2011.6.10.と大谷尚，「4ステップ
コーディングによる質的データ分析手法 SCATの提案―着手しやすく小規模データにも適用可能な理論化の手続き
―」『名古屋大学大学院教育発達科学研究科紀要(教育科学)』，第 54巻第 2号，pp.27-44，2007.を参考に用いた。 
2) SCAT（ Steps for Coding and Theorization ）質的データの分析手法ホームページよりダウンロードし，本論文
用に編集し掲載。 

















































(ア) 第 1回「遊びなおし研修」の成果と課題 



































 第 1 回「遊びなおし研修」は，2015 年 7 月 30 日，兵庫県宍粟市立Ｓ小学校図工室と中
庭で「遊びなおし研修」を行った。土ねんどを 100kgを材料とした「遊びなおし」体験と
子どもが同じ材料を使って活動している「造形遊び」の映像を観た上で意見交流を行う「と
らえなおし」活動を組み合わせて行った。参加者は 20代から 50代の小学校教師 13名で，
あった。図１は内容の構造図である。 



















(イ) 第 2回「遊びなおし研修」の成果と課題 





























(ウ) 第 3回「遊びなおし研修」の成果と課題 
第 3 回「遊びなおし研修」は，2016 年 7 月 28 日に兵庫県宍粟市 I 小学校多目的室で行
った。紙コップを材料として活動する「遊びなおし」体験と子どもが同じ材料を使って活
動している「造形遊び」の映像を観た上で，小グループに分かれて意見交流を行う「とら
図 4 第 2回「遊びなおし研修」の構造図 



































































































































表 1 「造形遊び」に対する意識の変容 
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